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はじめに

・志摩海女の歴史性。海女漁の特質。日本のなかの志摩海女。海女の生業（その多様性)。
＊海女文化を存続させるために。「観光海女」をどう考えるか。

一、志摩海女の概略

1，海女とは何か

簡素な道具のみを持つ女性の素潜り漁（＝「漁業者｣)。＊最も原初的な漁業形愚

獲物は海底の貝が中心(網漁では漁獲困難)。漁期が限られる。多様な兼業（出稼ぎ)。
日本と韓国済州島にのみ存在。無形世界遺産登録に向けた動き。

＊三重県が誇る伝統文化。何が価値なのか。

2、全国分布と志摩海女

全国で約2000人。約半数が三重県（鳥羽・志摩)。近年、海女漁が消滅した地域多数。
･徒人（カチド）と舟人（フナド)、ノリアイの種別。現状：フナドの減少。男海士増加。

3、志摩海女の歴史性（志摩で海女漁が発達した要因）

〈自然条件〉リアス式海岸。地曳き網漁や沖合い漁業が困懲

く政治的要因〉古代の御食国→神宮への神撰。領主政策の欠如。

〈経済的要因〉参宮客の食膳用の飽十礎斗飽（御師の土産物)。海藻需要（輸出品)。
→男もトマエとして参画する集約的な海女漁（フナド）へ。

白浜遺跡出土のアワピオコシ。平城京木簡にみる飽貢納記録。様々に加工された飽・

絵画と伝説のなかの海女：龍や蛸と闘い、海底から宝珠を取り戻す。異能の存在。

二、江戸時代の志摩海女一その多様な形態一

1，漁業者としての海女

飽の特性。賛沢品＝安定的顧客が必要。干飽＝中国向け輸出品（俵物)。幕府の統制。
志摩の飽（疑斗飽十生飽）→伊勢河崎などへ販売。

＊伊勢参宮文化を支える（礎斗飽＝御師の土産物、生飽など＝食膳、薪＝燃料）
海藻の採取｡幕末以降はテングサの比重大。幕末～明治前期､出稼ぎの広域化。

志摩漁村の経済に占める海女漁の大きさ。

2、志摩漁村の多様ななりわい

農作（畑仕事）

柴刈り：冬季にボラ漁と棲み分け。薪は伊勢河崎～伊勢湾沿岸、名古屋へ。
志摩の林業。山の境界と漁業権とが連動。一体のもの。

出稼ぎ：房総半島や熊野灘への海女漁十農耕、茶摘み
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3，漁業争論に見る海女漁の実態

季節による獲物の違い。出稼ぎ。漁場の区分：カチドとフナド／海中の磯場の連続性。

4，潜水能力を活かした働き
難船荷物の引き上げ／珊瑚の探索（尾鷲浦）

その職業の衰亡

三、歴史上の「観光海女」

宮本常一の批判「人の働く姿が、観光対象になるようになったということは、その職業’

1，江戸時代の「観光海女」

懸墓蝋:罵二罵鰯:二基鵬
～一一‐〉

3，御木本真珠養殖場の海女

皇室や外国要人への接待。祝賀行事時の余興→常設の実演

4，博覧会の海女

大正末～戦前期、日本各地の地方博覧会。「海女館」が大人気（女・子供にも)。

5、鳥羽志摩漁村の「見せる」海女

海女漁の見学。獲物を貰える。観光の目玉。＊海女漁業自体を見せる。
アスリートとしての海女

四、海女文化の存続のために

1，漁獲物の確保

稚貝放流と資源管理／海の環境保全＊海女文化を維持・発展させるため。

2，多様な生業形態の確保

海女漁の漁期は極めて限定される（｢兼業」の確保)。加工品の開発。

3‘観光海女の可能性

現代の観光海女：海女小屋体験（情報発信の重要な一手段）
海女を発信する多様な形態が必要。食文化の重要さ。海女漁村の生活を発信。
定番の白磯着：歴史は新しい。期間や場所も限定？
＊歴史的な海女の魅力：素潜りで海底から魚介を取る行為。

白磯着（可憐な海女像）→ウエットスーツ姿のたくましい海女像も？！
自然のなかで働く姿自体の見学＝見世物とは別。

海女さん自身の意識。「伝統的技術保持者jとしての自己認識を。
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ハ
鍛
舟

一
、
当
村
ざ
戸
羽
（
鳥
羽
）
江
陸
路
三

舟
路
同
断

但
シ
陸
路
不
自
由
、
船
路
大
風
二
而
ハ
通
行
難
成
候

（
中
略
）

一
、
人
別
弐
百
弐
拾
四
人
内
九
拾
三
人

百
三
拾
壱
人

（
後
略
）

一
、
中
飽
御
用
之
節
ハ
指
上
ケ
申
候
得
者
、
壱
具
二
付
代
銀
五
分
宛
被
下
候
御
事

一
、
喫
斗
五
月
ざ
八
月
迄
仕
候
、
御
用
之
節
指
上
ケ
申
候
得
者
、
大
喫
斗
百
本
二
付
代
銀
四
匁
五
分
、
中

礎
斗
百
本
二
付
代
銀
三
匁
、
下
礎
斗
百
本
二
付
壱
匁
五
分
宛
被
下
候
御
事

【
２
】
一

（
前
略
）

（
１
）
「
平
城
京
跡
出
土
木
簡
恥
３
４
４
』

「
志
摩
国
英
虞
郡
名
錐
郷

戸
主
大
伴
部
国
万
呂
戸
口
同
部
得
嶋
御
調

耽
？
羅
腹
六
斤
天
平
十
七
年
九
口

【
３
】
蜂

（
前
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

〔
史
料
〕

石
鏡
村
文
諮
（
鳥
羽
市
立
図
書
館
写
真
）
「
石
鏡
村
目
録
之
引
替
」
（
延
宝
九
二
六
八
二
年
）

和
具
漁
業
協
同
組
合
文
書
「
和
具
村
寅
之
差
出
シ
帳
之
控
也
』
（
宝
永
七
口
七
一
○
〕
年
）

男
子
共
二
内
拾
七
人
房
州
二
罷
有
候

女
子
共
二
内
拾
八
人
者
房
州
二
罷
有
候

ｰ

－1－



’ｌ
に
設
ら
へ
、
蟹
婦
が
潜
水
前
後
に
於
け
る
体
温
を
暖
む
る
箇
所
に
充
て
、
海
婦
は
特
に
其
筋
の
命
令
に
依

抜
し
、
又
作
業
中
不
敬
等
の
こ
と
な
き
様
作
業
服
に
は
白
槻
衣
、
白
股
引
に
白
き
湯
巻
を
纏
は
せ
、
五
隻

夫
が
終
り
て
口
上
言
の
居
る
床
の
下
に
四
人
並
び
て
立
っ
て
は
、
口
上
は
『
こ
れ
が
こ
の
あ
ま
の
楽
（
た

の
し
み
）
、
側
劉
鯛
倒
制
叫
引
劉
刈
刷
糾
副
剃
刺
叫
１
糾
卿
剛
凹
側
糊
剛
判
蜘
創
刈
削
鯛
利
Ⅷ
州
創
建
と
い
ふ
。
見

次
に
訓
刈
刑
司
荊
利
矧
卿
欄
制
側
到
Ｈ
州
副
刺
綱
劃
蝋
ｕ
創
側
ｕ
ｑ
側
刈
湖
刈
制
剛
調
理
駁
じ
部
縦
を
唱
叱

為
り
、
漆
塗
の
一
丈
角
位
の
水
溜
に
飛
込
み
、
直
に
其
脇
に
並
べ
た
る
播
盆
を
頭
に
載
せ
て
何
だ
か
唄
ひ
、

女
（
あ
ま
）
が
浴
衣
掛
に
て
引
続
く
、
こ
れ
は
志
州
鳥
羽
浦
の
住
人
、

物
人
は
誰
か
銭
を
投
げ
て
拾
（
ひ
ろ
わ
）
さ
ぬ
か
ね
、
夫
を
見
ま
升
（
せ
）
う
と
お
互
に
顔
を
見
合
せ
、

い
は
鷲
こ
の
虚
根
競
（
こ
ん
く
ら
べ
）
の
体
、
僕
は
仕
方
な
く
白
銅
を
一
つ
投
げ
込
め
ば
、
四
人
の
海
藍

は
忽
ち
潜
て
、
艇
（
や
が
）
て
一
人
が
拾
ひ
、
口
上
に
示
し
、
口
上
は
五
銭
難
有
と
い
ふ
時
、
海
鐙
は
床

の
下
に
吊
し
あ
る
策
に
投
込
む
。
（
後
略
）

【
７
】
「
京
都
日
出
新
聞
」
（
明
治
三
四
口
九
○
亘
年
二
月
一
六
且

「
寒
中
婦
人
の
水
泳
、
そ
の
残
酷
な
る
状
（
さ
ま
）
と
裸
体
婦
人
の
見
放
題
と
い
ふ
虚
よ
り
、
客
を
引
く

六
角
の
角
田
村
席
の
海
篭
（
あ
ま
）
、
其
海
蟹
の
水
泳
の
み
に
て
は
あ
ま
り
芸
が
短
き
虚
よ
り
、
前
芸
と

も
い
ふ
べ
き
汚
い
爺
の
手
品
、
小
兇
編
し
程
あ
り
と
謂
つ
く
し
。
さ
て
本
芸
の
前
と
為
れ
ば
、
小
倉
袴
の

黒
に
三
紋
、
弁
護
士
の
書
生
ら
し
き
が
矢
倉
の
式
と
も
い
ふ
べ
き
楽
屋
よ
り
降
り
て
の
口
上
、
四
人
の
蟹

‐
‐
‐
‐
１
１
‐
ｌ
‐
ｉ
見
御
成
の
際
御
覧
の
光
栄
を
担
ひ
た
る
真
珠
採
取
漁
船
作
業
の
詳
細
を
記
さ
ん
に
、
御
木
本
場
主
は
数
日

【
８
｝
「
伊
勢
新
聞
」
明
治
四
四
（
一
九
二
）
年
五
月
二
十
三
日

Ｉ

●
天
然
真
珠
の
献
上
陛
下
御
満
足
の
御
嘉
納
前
号
山
田
電
報
に
見
ゆ
る
如
く
に
二
十
一
日
陛
下
二

り
て
健
康
診
断
を
行
ひ
斯
業
に
矧
判
劇
鯛
糊
詞
詞
制
淵
調
淵
倒
削
剛
向
圏
引
陶
間
以
出
水
削
り
趨
淵
個
劇
剤

官
喜
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
（
「
剛
制
村
澗
」
の
項
）

▲
小
加
良
須
御
前
社
か
ら
す
の
名
ハ
今
島
貫
村
よ
り
東
の
森
に
あ
り
、
当
社

ハ
海
岸
也
、
岸
の
松
林
ハ
至
而
勝
景
に
し
て
末
枝
を
洗
ふ
墨
の
江
に
も
勝
れ
り
、

の
真
珠
採
船
に
十
人
づ
畳
分
乗
せ
し
め
、
水
夫
は
曳
々
声
に
て
暖
小
屋
附
近
よ
り
漕
出
し
、
数
日
前
よ
り

一
、
辰
ノ
三
月
十
九
日
、
京
都
御
所
長
橋
之
局
御
参
宮
と
申
、
山
田
御
師
七
之
神
主
井
内
宮
藤
浪
様
よ
り

御
馳
走
有
之
、
立
石
浜
二
新
御
休
所
出
来
、
廿
日
に
浜
へ
御
出
、
四
つ
ぎ
八
シ
過
迄
御
遊
、
あ
ま
を
よ

『
６
】
『
鵬
記
」
（
二
見
荘
区
有
文
書
・
望
）
（
臥
和
九
己
七
七
二
］
年
）

郷
中
神
役
壱
人
宛
相
詰
メ
候
得
共
、
御
立
寄
無
之
候
、
村
年
寄
ハ
堅
田
二
付
ケ
指
上
申
候
、
長
橘
之
局

と
ハ
申
候
得
共
、
仙
洞
御
所
と
申
風
聞
二
候

庁
の
入
海
に
着
也
、
其
船
路
閃

見
能
》
に
一
論
鼠
て
“
激
多
の
人
，
天
を
瞥

購
を
開
さ
し
防
又
あ
ま

腿
な
る
真
珠
を
衝
み
居
る
を
認

陛
下
に
は
整
理
を
命
じ
給
ひ
た
る
仰
を
畏
み
養
殖

御
塩
殿
へ
も
御
寄
も
可
有
哉
と
掃
地
入
念
、

の
住
人
、
は
も
子
に
た
い
子
に
え
い
子
に
は

口
上
の
終
る
を
待
つ
間
遅
し
と
紅
揮
一
着
と

蔵
以
上
廿
七
八
歳
迄
の
者
四
十
余
名
を
限

当
社
ハ
矢
野
村
の
内
に
て
社
地

此
磯
よ
り
漁
舟
を
か
り

一列＝
一


